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Ⅰ．はじめに（安全上の注意事項） 
    このたびはデジタルイメージストッカーＤＳ－１００を、ご採用いただき、誠にありがとうございました。 

この取扱説明書で本機の機能と取扱方法を充分理解していただき、本機を正しく効果的に御使用下さい。 

尚、取扱説明書は常に必要な時、すぐ取り出せる場所に大切に保管して下さい。 

    梱包を開封された時に納品リスト通りに物品が納品されていることを御確認下さい。 

 

 

    ！  危険 

 

・回避されなければ、生命や身体に重大な被害（死亡、又は重傷）が発生する可能性が高い危険に使用する。 

 

 

    ！  警告 

 

・回避されなければ、生命や身体に重大な被害（死亡、又は重傷）が発生する可能性がある危険に使用する。 

 

 

    ！  注意 

 

・回避されなければ、回復可能な軽傷程度の被害、又は物損事故の発生する恐れがある場合に使用する。 
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 以下の注意事項をよく読んで、正しくご使用下さい。 

 

                       ！  注意 

ヒューズ交換 

    ●ヒューズ交換時は、必ず電源を切ってから行って下さい。 

    ○感電する恐れがあります。 

    ●ヒューズ交換時は、必ず指定のヒューズをご使用下さい。 

    ○容量の大きなものや、電線などを使用すると、火災の原因となります。 

    ●ヒューズ交換時は、ヒューズが切れた原因を確認し対処してから交換して下さい。 

    ○再度、ヒューズが切れる原因になります。 

 

 

ケーブル配線 

  ●ケーブル接続時には必ずコネクタのロックをして下さい。 

  ○コネクタの抜け、又は故障の原因となります。 

  ●ビデオ信号のＯＵＴ，ＩＮの接続を間違えないようにして下さい。 

  ○故障や誤動作の原因となります。 

 

   

フロッピーディスクドライブ 

●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 

 

 

次の環境では使用しないで下さい。 

  ●周囲温度が０℃～４０℃以外になる場所 

  ●周囲湿度が３０％～８５％以外になる場所 

  ●直射日光の当たる場所 

  ●有毒ガスが発生する場所 

  ●振動が多い場所 

  ●油や鉄分を含むホコリの多い場所 

  ○故障や誤動作の原因となります。 

 

 

廃 棄 

  ●製品を廃棄する場合は、産業廃棄物として扱って下さい。 
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Ⅱ．各種接続方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １．付属のＡＣケーブルを接続し、相手側をＡＣ１００Ｖのコンセントに接続して下さい。 

      アースは、必ず接地して下さい。 

 ２．イーサネットケーブルを接続して下さい。 

   （Ｗｉｎｄｏｗｓのネットワーク機能により、内部のコンパクトフラッシュのファイルにアクセスする 

ことが可能です。） 

 ３．ＵＳＢケーブルを接続して下さい。（ＵＳＢ接続タイプのＭＯドライブ等を接続して下さい。） 

 ４．ＦＡＳ本体「Ｏ」からのＢＮＣのケーブルを接続して下さい。 

 ５．ＦＡＳ本体「Ｉ」からのＢＮＣのケーブルを接続して下さい。 

 ６．ヒューズホルダーにヒューズ（１Ａ）を入れて下さい。（出荷時、実装済みです。） 

 

 

 

                       ！  注意 

 

    ●ヒューズ交換時は、必ず電源を切ってから行って下さい。 

    ○感電する恐れがあります。 

    ●ヒューズ交換時は、必ず指定のヒューズをご使用下さい。 

    ○容量の大きなものや、電線などを使用すると、火災の原因となります。 

    ●ヒューズ交換時は、ヒューズが切れた原因を確認し対処してから交換して下さい。 

    ○再度、ヒューズが切れる原因になります。 

  ●ケーブル接続時には必ずコネクタのロックをして下さい。 

  ○コネクタの抜け、または故障の原因となります。 

  ●ビデオ信号のＯＵＴ，ＩＮの接続を間違えないようにして下さい。 

  ○故障や誤動作の原因となります。 

 

 

 

 

ＡＣ１００Ｖ
ＵＳＢ（１．１） ＯＵＴ ＩＮ

６

１ ２ ３ ４ ５

後パネル

１Ａ
ＬＡＮ
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Ⅲ．各スイッチ・ＬＥＤの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）ＦＤアクセス中はＳＷ操作は無視されます。 

 １．フロッピーディスクドライブ（以後ＦＤＤ） 

    画像データの録画・再生用に使用します。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 

 

 

 

２．ＤＳ１００・ＬＥＤ 

    ＤＳ１００内蔵のコンパクトフラッシュ（以後ＣＦ）を選択している時に黄緑色に点灯します。 

又、ＤＳ１００内蔵のＣＦに録画されている画像データを再生中は赤色に点灯します。 

 

３．ＦＤ・ＬＥＤ 

    ＦＤＤを選択している時に黄緑色に点灯します。 

又、フロッピーディスク（以後ＦＤ）に録画されている画像データを再生中は赤色に点灯します。 

 

４．ＵＳＢ・ＬＥＤ 

    ＵＳＢで接続しているメディアを選択している時に黄緑色に点灯します。 

又、ＵＳＢで接続しているメディアに録画されている画像データを再生中は赤色に点灯します。 

 

 

 

 

前パネル

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12
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５．ＭＥＤＩＡ 

    録画・再生を行うメディアの切り替えを行うＳＷです。 

  ［１］ＦＤ→ＵＳＢ→ＤＳ１００の順に切り替わります。 

［２］ＦＤが挿入されていない場合は、ＦＤには切り替わりません。 

［３］ＵＳＢにメディアが接続されていない場合は、ＵＳＢには切り替わりません。 

 

 

６．ＴＨＲＯＵＧＨ 

    モニターに表示する画像データをカメラからのデータ（スルーモード）と、選択しているメディアからの 

    データ（再生モード）の切り替えを行うＳＷです。（電源入力時は、スルーモードです） 

  ［１］最初に再生モードに切り替えた時は、選択しているメディアに登録されている画像データの１番日付

けの新しい画像を表示します。 

  ［２］再生モード中にＦＤを抜き取り再度ＦＤを挿入すると、６．［１］と同じ動作をします。 

  ［３］本製品で録画した画像データ以外は、再生することは出来ません。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 
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７．←ＰＬＡＹ 

    ←ＰＬＡＹを押すと、選択しているメディアに保存した最新の画像を表示します。 

 

  ［１］最初にこのＳＷにより再生モードに切り替えた場合は、選択しているメディアに登録されている画像

データの１番日付けの新しい画像を表示します。 

  ［２］再生モード中にこのＳＷを押すと、現在表示している画像データの次に日付けの古い画像データを表

     示します。日付けが１番古い画像データを表示している場合は、日付けが１番新しい画像データを表

     示します。 

    ［３］１秒以内に連続してこのＳＷを押すと、画像データを読み込まずに選択しているメディアに登録され

ている画像データのインデックス№、又はファイルネームを連続して表示し、画像データの選択をす

ることが出来ます。（ＤＩＳＰＬＡＹ ＳＷでＤＩＳＰ表示有りの場合のみです。） 

  ［４］本製品で録画した画像データ以外は、再生することは出来ません。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 

 

 

 

８．ＰＬＡＹ→ 

    ＰＬＡＹ→を押すと、選択しているメディアに保存した最も日付の古い画像を表示します。 

     ４．←ＰＬＡＹとは逆に選択しているメディアに登録されている画像データの日付けが新しいものを順

番に表示します。 

    それ以外の動作は７．←ＰＬＡＹと同じです。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 
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９．ＤＩＳＰＬＡＹ 

    モニター上にステータス、インデックス№、ファイルネーム、年月日時分秒の表示をする／しないの 

切り替えを行うＳＷです。 

                                     モニター 

  

  [1]                               [2] 

 

   

   

   

   [3]                               [4]  

 

  ［１］ステータスの表示 

      ＴＨＲＯＵＧＨ ：カメラからの画像データをスルー表示中 

            Ｆ／Ｄ ：ＦＤの画像データを再生表示中 

ＵＳＢ ：ＵＳＢに接続しているメディアの画像データを再生表示中 

ＤＳ１００ ：ＤＳ１００内蔵のＣＦの画像データを再生表示中 

      ＬＯＡＤＩＮＧ ：選択しているメディアから画像データを読み込み中 

            ＦＤ－ＦＵＬＬ ：ＦＤの空き容量が不足している時 

ＵＳＢ－ＦＵＬＬ ：ＵＳＢに接続しているメディアの空き容量が不足している時 

ＤＳ１００－ＦＵＬＬ ：ＤＳ１００内蔵のＣＦの空き容量が不足している時 

 

  ［２］インデックス№の表示 

      ファンクションモードでインデックス№の登録を行った場合、又はインデックス№で登録されてい

     る画面データを再生表示した場合、下４桁と選択されているＦＩＬＥ ＴＹＰＥの拡張子（ＪＰＧ．

      ＴＩＦ）を表示します。それ以外の場合は、何も表示しません。 

 

  ［３］ＦＩＬＥ ＮＡＭＥを表示 

      ファンクションモードでファイルネームの登録を行った場合、又はファイルネームで登録されてい

      る画面データを再生表示した場合、上段にＦＩＬＥ ＮＡＭＥ、下段にファイルネームを表示しま

      す。それ以外の場合は、何も表示しません。 

 

  ［４］年月日時分秒を表示 

      上段に年月日 

      下段に時分秒を表示します。 

 

            注）年の表示 

         ００～９９は、２０００～２０９９です。 
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１０．ＲＥＣ 

        モニターに表示されているカメラからの画像データを選択しているメディアに記憶するＳＷです。 

    選択しているメディアのディレクトリィ「ＩＭＦＩＤＸ１１」（ＪＰＥＧ、）「ＩＭＦＩＤＸ１２」（Ｔ

ＩＦＦ）の中に記憶します。又ディレクトリィ「ＩＭＦＩＤＸ１１」、「ＩＭＦＩＤＸ１２」がない

場合は、自動的に「ＩＭＦＩＤＸ１１」、「ＩＭＦＩＤＸ１２」を作成し、その中に記憶します。 

   

 

  ［１］ファイルネームで録画 

      ファイルネームの登録（Ⅳ．３（１３ページ）参照）がある場合、そのファイル名で画像データを

      録画します。 

      録画後、登録されているファイルネームは削除されます。 

 

  ［２］インデックス№で録画 

      インデックス№の登録がある場合は、そのインデックス№のファイル名で画像データを録画します。 

      又、インデックス№、ファイルネームの登録がない場合、選択しているメディアに録画しているイ

ンデックス№の最大の№＋１のインデックス№のファイル名で画面データを録画します。 

 

  ［３］登録したファイルネーム、インデックス№が既に選択しているメディアに存在する場合 

      モニター上に「ＯＶＥＲ ＷＲＩＴＥ」を表示し、以下の操作待ち状態になります。 

 

   （１）上書きする場合 

       リモコンの「ＥＮＴ」を押して下さい。 

   （２）ＲＥＣを中止する場合 

       リモコンの「ＣＬＲ」を押して下さい。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 

 

 

 

１１．ＰＯＷＥＲ 

        この装置の電源ＳＷです。 

    本装置は、電源投入後起動するまでに約２０秒ほど時間がかかります。 

    但し、スルー画像の確認やプリンターへの出力は、すぐに行う事が出来ます。 

１２．電源ＬＥＤ 

        電源ＳＷがＯＮしている間、点灯するＬＥＤです。 
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Ⅳ．ファンクションの説明 
      付属のリモコンを使用して操作を行います。 

   リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、下図のファンクション一覧を表示します。 

 

                                     モニター 

  

  → Ｆ１ ＦＩＬＥ ＴＹＰＥ 

Ｆ２ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ 

 

 Ｆ３ ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．  

 Ｆ４ ＦＤ ＦＯＲＭＡＴ  

    Ｆ５ ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ 

   Ｆ６ ＦＩＬＥ ＳＥＡＲＣＨ 

Ｆ７ ＯＴＨＥＲ 

 

   

 

１．リモコンのＳＷの説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＴＯＹＯＢＯ

FUNC

CHR THR REC

ABC DEF GHI

JKL MNO PQR

STU VWX YZ

* 0

CLR ENT

１

２

３

５

６

７

９

１０

１２

１３

１５

１６

１８

１９

２０

４

８

１１

１４

１７

２１

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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  ［１］↑ 

       メニュー画面の→カーソルを上方向に移動する時に使用します。 

 

  ［２］← 

      ファンクションモード時、文字入力時のブリンクカーソルを左方向に移動する時に使用します。 

      又、ファンクションモード以外の場合は、Ⅲ．７．(６ページ)←ＰＬＡＹと同じ動作をします。 

 

  ［３］ＦＵＮＣ 

      ファンクションモードに入る時に使用します。 

      又、各モードを抜ける時に使用します。 

 

  ［４］→ 

      ファンクションモード時、文字入力時のブリンクカーソルを右方向に移動する時に使用します。 

      又、ファンクションモード以外の場合は、Ⅲ．８．(６ページ)ＰＬＡＹ→と同じ動作をします。 

 

  ［５］↓ 

       メニュー画面の→カーソルを下方向に移動する時に使用します。 

 

  ［６］ＣＨＲ 

       ファイル名入力時の数字と英字の切り替えに使用します。 

 

  ［７］ＴＨＲ 

      Ⅲ．６．(５ページ)ＴＨＲＯＵＧＨと同じ動作をします。 

 

  ［８］ＲＥＣ 

      スルー画面時は、Ⅲ．１０．(８ページ)ＲＥＣと同じ動作をします。 

       又、ＦＩＬＥ ＣＯＰＹのＳＥＬＥＣＴモードでコピーを開始する時に使用します。 

 

  ［９］１／ＡＢＣ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、１又はＡＢＣを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、１を入力時に使用します。 

 

 ［１０］２／ＤＥＦ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、２又はＤＥＦを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、２を入力時に使用します。 

 

 ［１１］３／ＧＨＩ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、３又はＧＨＩを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、３を入力時に使用します。 

 

 ［１２］４／ＪＫＬ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、４又はＪＫＬを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、４を入力時に使用します。 

 

 ［１３］５／ＭＮＯ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、５又はＭＮＯを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、５を入力時に使用します。 
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 ［１４］６／ＰＱＲ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、６又はＰＱＲを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、６を入力時に使用します。 

 

 ［１５］７／ＳＴＵ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、７又はＳＴＵを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、７を入力時に使用します。 

 

 ［１６］８／ＶＷＸ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、８又はＶＷＸを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、８を入力時に使用します。 

 

 ［１７］９／ＹＺ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、９又はＹＺを入力時に使用します。 

       又、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、９を入力時に使用します。 

 

 ［１８］＊ 

      ＦＩＬＥ ＳＥＡＲＣＨモードで、＊を入力時に使用します。 

 

 ［１９］０ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ，ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．モードで、０を入力時に使用します。 

 

 ［２０］ＣＬＲ 

      ＦＩＬＥ ＮＡＭＥモードで、入力した文字を１文字消したい時に使用します。 

 

 ［２１］ＥＮＴ 

      各モードを選択してそのモードに入る時に使用します、 

      文字入力時の決定をする時に使用します。 

      各モードを終了する時に使用します。 

 

   各スイッチの詳細は各モードの説明をお読み下さい。 
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２．Ｆ１ ＦＩＬＥ ＴＹＰＥ 

    画像データのファイル形式 ＪＰＥＧ，ＴＩＦＦの設定を行います。 

 

                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＴＹＰＥ  

   

 

ＴＩＦＦ 

   点滅表示 

   

   

 

  ［１］リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の点滅しているファイル形式が変わりますので、使用

するファイル形式に点滅表示を移動して下さい。 

 

  ［２］リモコンの「ＥＮＴ」を押すと、点滅表示しているファイル形式を選択しこのモードを終了します。 

 

  ［３］ファイル形式を変更しないでこのモードを終了する時は、リモコンの［ＦＵＮＣ］をおして下さい。 

 

  ［４］電源入力時のファイル形式は、ＪＰＥＧです。 
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３．Ｆ２ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ 

    スルーモード時に、ファイルネームを入力すると、そのファイルネームで１枚録画することが出来ます。 

又、再生モード時に、ファイルネームを入力すると、そのファイルネームのファイルを再生します。

    入力したファイルネームのファイルがない場合は、「ＮＯ ＤＡＴＡ」を５秒間表示します。 

 

                                     モニター 

  ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ ■□□□□□□□      □ブランク 

       ■ブリンクカーソル 

   

   

   

 

［１］ファイルネームの文字入力 

   （１）リモコンの「ＣＨＲ」を押すと、入力文字が数字と英字で切り替わります。 

   （２）違う文字のキーを押すと、ブリンクカーソルが１文字左に移動します。 

   （３）ブリンクカーソルは、リモコンの「←」「→」を押すと、入力している文字＋１の間で移動する 

ことができます。 

 

  ［２］ファイルネームの文字削除 

   （１）リモコンの「ＣＬＲ」を押すと、ブリンクカーソル上の文字を削除します。 

   （２）入力された文字列で途中の文字を削除した場合、それより右側の文字は全て左に１文字ずれます。 

 

                    ＡＢＣＤＥ → ＡＢＤＥ 

                       ↑ 

                      削除 

 

  ［３］ファイルネームの全文字削除 

   （１）リモコンの「ＴＨＲ」「ＣＬＲ」の順で押すと、入力されているファイルネームを全て削除します。 

 

  ［４］ファイルネームモードの終了 

   （１）リモコンの「ＥＮＴ」を押すと、入力したファイルネームを設定して終了します。 

   （２）リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、入力したファイルネームは設定しないで終了します。 

 

  ［５］注 意 

   （１）スルーモード時にファイルネーム設定後、再生モードに切り替えた場合、その設定したファイル 

ネームは無効になります。 
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４．Ｆ３ ＩＮＤＥＸ Ｎｏ． 

    インデックス№の変更を行います。 

                                     モニター 

  ＩＮＤＥＸ Ｎｏ． ＣＤＳ ■□□□      □ブランク 

       ■ブリンクカーソル 

   

   

   

 

    ［１］入力操作は、Ⅳ．３．(１３ページ)Ｆ２ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥと同じですが、数字のみの入力です。 

 

  ［２］選択しているメディアにより、ＩＮＤＥＸ Ｎｏ．の前の３文字が変わります。 

内蔵コンパクトフラッシュ---ＣＤＳ 

内蔵フロッピーディスク-----ＦＤＳ 

ＵＳＭ接続のメディア-------ＭＤＳ 

 

 

５．Ｆ４ ＦＤ ＦＯＲＭＡＴ 

    ＦＤのフォーマットを行います。（１.４４Ｍ ＴＹＰＥ固定です。） 

        ＦＤＤにＦＤが挿入されていない場合、画面中央に「Ｆ／Ｄ？」を５秒間点滅表示し、この動作は無視

    されます。 

 

 注）ＦＤフォーマットは、論理フォーマットのみです。 

 

  ［１］ＦＤに登録しているファイルがない場合 

   （１）モニター上に「ＦＤ ＦＯＲＭＡＴ」を点滅表示し、ＦＤのフォーマットを開始します。 

   （２）フォーマット終了後、モニター上に「ＦＯＲＭＡＴ ＣＯＭＰＬＥＴＥ」と表示します。 

   （３）リモコンの「ＥＮＴ」を押すと、このモードを終了します。 

 

  ［２］ＦＤに登録しているファイルがある場合（本装置で登録した画像データがある時のみ） 

   （１）モニター上に「ＤＥＬＥＴＥ？」と確認表示します。 

   （２）フォーマットをする場合は、リモコンの「ＥＮＴ」を押すとフォーマットを開始します。 

      又、リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すとフォーマットを中止します。 

   （３）フォーマット開始後は、［１］ＦＤに登録しているファイルがない場合と同じ動作をします。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 
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６．Ｆ５ ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ 

    内蔵のコンパクトフラッシュに登録されている画像データを他のメディアにコピーすることが出来ま

す。 コピーをおこなえるのは、選択されているＦＩＬＥ ＴＹＰＥのみです。 

                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ  

   

 

ＣＯＰＹ ＡＮＤ ＤＥＬＥＴＥ 

   点滅表示 

   

   

 

     リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の点滅表示が上下しますので、実行するモードを選択

して、リモコンの「ＥＮＴ」を押して各モードに入って下さい。 

       ＣＯＰＹ ＯＮＬＹ コピーのみを行います。 

       ＣＯＰＹ ＡＮＤ ＤＥＬＥＴＥ コピーした後、コピー元の画像データを削除します。 

 

  ［１］ＴＯ ＦＤ・ＴＯ ＵＳＢ 

コピーする相手側の選択を行うことが出来ます。 

                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ  

 ＜ＣＯＰＹ ＯＮＬＹ＞  

        

       ＴＯ ＵＳＢ 

   点滅表示 

   

   

 

     リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の点滅表示が上下しますので、実行するモードを選択

して、リモコンの「ＥＮＴ」を押して各モードに入って下さい。 

       ＣＯＰＹ ＯＮＬＹ コピーのみを行います。 

       ＣＯＰＹ ＡＮＤ ＤＥＬＥＴＥ コピーした後、コピー元の画像データを削除します。 

 

       ＴＯ ＦＤ 内蔵のフロッピーディスクにコピーします。 

       ＴＯ ＵＳＢ ＵＳＢに接続しているメディアにコピーします。 

 

      注）メディアの準備の出来ていない場合は、そちらには切り替わりません。 

 

   （１）ＡＬＬ ＳＥＬＥＣＴ 

 全てのデータをコピー又は、選択したデータのみをコピーの切り替えを行います。 

 

                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ  

 ＜ＣＯＰＹ ＯＮＬＹ＞  

        

       ＳＥＬＥＣＴ 

   点滅表示 

   

   

 

     リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の点滅表示が上下しますので、実行するモードを選択

して、リモコンの「ＥＮＴ」を押して各モードに入って下さい。 
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１） ＡＬＬ 

                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ  

 ＜ＣＯＰＹ ＯＮＬＹ＞ 

ＣＯＰＹ ＡＬＬ ＳＴＡＲＴ ？ 

 

    点滅表示  Ｎ  

   

   

 

        リモコンの「←」「→」を押すと、点滅表示が切り替わります。 

 

      ａ）コピーを開始する時はＹを点滅表示し、リモコンの「ＥＮＴ」を押して下さい。 

コピー終了後、「ＣＯＰＹ ＣＯＭＰＬＥＴＥ」とモニター上に５秒間表示後、このモード

を終了します。 

      ｂ）コピーをしないでこのモードを終了する場合は、Ｎを点滅表示し、リモコンの「ＥＮＴ」を押

すと、Ⅳ．（９ページ）ファンクションの説明の画面に戻ります。 

        又、リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、Ⅳ．６．［１］（１５ページ）ＴＯ ＦＤ，ＴＯ  

ＵＳＢの画面に戻ります。 

      ｃ）コピー先のメディアの容量がなくなった場合は、「ＦＤ－ＦＵＬＬ」「ＵＳＢ－ＦＵＬＬ」等

を表示し、コピーを中断します。続けてコピーしたい場合は、容量がなくなったメディアを

交換して、リモコンの「ＥＮＴ」を押してコピー動作を続けることが出来ます。又、中断し

たところでコピー動作を止める場合は、リモコンの「ＦＵＮＣ」を押して下さい。中断する

までのデータは、コピー完了しています。 

      ｄ）コピー中にエラーが発生した場合は、「ＣＯＰＹ ＥＲＲＯＲ」を５秒間表示し、Ⅳ．（９ペ

ージ）ファンクションの説明の画面に戻ります。 

 

２） ＳＥＬＥＣＴ 

                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＣＯＰＹ  

 ＜ＣＯＰＹ ＯＮＬＹ＞  

    → ○○○ 

     ○○○○○○○

     ○○○○○○○ 

     ○○○ 

 

   データのファイル名 

   

 

       リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の→が上下に移動します。 

ファイル名は４つまで表示します。 

 

      ａ）コピーをするデータを選択する場合は、モニター上の→をそのデータの位置まで移動し、リモ

コンの「ＥＮＴ」を押して下さい。 

データのファイル名の左に「×」が表示されると、そのデータは選択しています。 

      ｂ）選択したデータをコピーする場合は、リモコンの「ＲＥＣ」を押して下さい。 

コピーの動作は、Ⅳ．６．［１］．（１）．１）（１６ページ）ＡＬＬと同じ動作です。 

コピーが終了すると、ファンクションの説明の画面に戻ります。 

      ｃ）コピーをしないでこのモードを終了する場合は、リモコンの「ＦＵＮＣ」を押して下さい。 

Ⅳ．６．［１］（１）（１５ページ）ＡＬＬ ＳＥＬＥＣＴの画面に戻ります。 
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７．Ｆ６ ＦＩＬＥ ＳＥＡＲＣＨ 

    選択されているメディア内で画像データのファイル名を入力して、その画像データを表示することが 

出来ます。（選択されているＦＩＬＥ ＴＹＰＥのみです。） 

                                     モニター 

 

 

 

ＦＩＬＥ ＳＥＡＲＣＨ 

 

ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ ■ 

 

 

■ブリンクカーソル 

 

 

  

   

 

  ［１］ファイル名を入力方法は、Ⅳ．３．（１３ページ）Ｆ２ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥと同じです。 

 

  ［２］ファイル名を入力後、リモコンの「ＥＮＴ」を押すと、該当するファイルの一覧を表示します。 

 
                                     モニター 

 ＦＩＬＥ ＳＥＡＲＣＨ  

   

    → ○○○○○ 

     ○○○○○

     ○○○○○ 

     ○○○○○ 

 

    

   

 

  ［３］リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の→が上下に移動するので、再生したい画像データの

ファイルを選択して下さい。 

→の位置にある画像データを再生します。 

 

  ［４］リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、Ⅳ．（９ページ）ファンクションの説明の画面に戻ります。 

 

  ［５］リモコンの「＊」の使い方 

    サーチする画像データで、ファイル名の最初の何桁かが同じ名前の画像データの一覧を表示したい時 

に使用します。 

 

     ＦＩＬＥ ＮＡＭＥにＦＤＳ１＊と入力した場合は、登録されているデータのファイル名がＦＤＳ１で始ま

る画像データの一覧を表示します。 
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８．Ｆ７ ＯＴＨＥＲ 

    時間の設定、ファイルの削除、ＪＰＧの圧縮率の変更を行います。 

    下図のファンクション一覧を表示します。 

                                     モニター 

   

 → Ｅ１ ＴＩＭＥ ＳＥＴ  

 Ｅ２ ＤＥＬＥＴＥ  

 Ｅ３ ＪＰＧ ＬＥＶＥＬ  

 Ｅ４ ＩＰ ＡＤＤＲＥＳＳ 

Ｅ５ ＵＳＢ ＵＭＯＵＮＴ 

 

 

 

    リモコンの「↑」「↓」を押すと、モニター上の→が上下しますので、実行するファンクションモード

の位置に→を移動し、リモコンの「ＥＮＴ」を押して各モードに入って下さい。 

    このモードを終了する時は、リモコンの［ＦＵＮＣ］を押すと終了します。 

 

  ［１］Ｅ１ ＴＩＭＥ ＳＥＴ 

            時刻の設定を行います。 

                                     モニター 

   

  ■○／○○／○○ ○○：○○：○○      ■ブリンクカーソル 

   

   

   

 

   （１）変更したい時刻の位置にブリンクカーソルをリモコンの「←」「→」を押して移動して下さい。 

   （２）移動後、リモコンの「０」～「９」のキーで変更したい時刻に変更して下さい。 

   （３）変更したい時刻に変更したら、リモコンの「ＥＮＴ」を押して設定して下さい。 

   （４）リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、このモードを終了します。 

      リモコンの「ＥＮＴ」を押さないでこのモードを終了した場合は、変更した時刻は無効になります。 

 

  ［２］Ｅ２ ＤＥＬＥＴＥ 

      モニター上に再生表示している画像ファイルを削除します。 

 

   （１）モニター上に「ＤＥＬＥＴＥ？」と確認表示します。 

   （２）削除する場合は、リモコンの「ＥＮＴ」を押すと削除します。 

   （３）削除しない場合は、リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すとこのモードを終了します。 

   （４）削除後は、モニターにＤＥＬＥＴＥ ＣＯＮＰＬＥＴＥが５秒間表示し、削除したファイルより１ 

つ日付の新しいものを再生表示します。 

   （５）削除後は、選択したメディアにデータがない場合、ＮＯ ＤＡＴＡを表示します。 

   （６）スルーモードの場合は、このモードには入りません。 

 

 

                       ！  注意 

 

  ●フロッピーディスクドライブのＬＥＤが点滅中はフロッピーディスクを抜かないで下さい。 

  ○フロッピーディスクのデータが破損する恐れがあります。 
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  ［３］Ｅ３ ＪＰＧ ＬＥＶＥＬ 

      画像データ録画時に、画像データの圧縮率を設定します。 

                                     モニター 

   

       ＬＥＶＥＬ  ＳＩＺＥ  

   

     ＨＩＧＨ   ６４０×４８０  

        点滅表示 

   

 

ＨＩＧＨ  ：圧縮率が少ない為、ファイルサイズが大きくなります。 

        ＭＩＤＤＬＥ：圧縮率が大きい為、ファイルサイズが小さくなります。 

 

   （１）リモコンの「↑」「↓」を押すとモニター上の点滅しているレベルが変わりますので、使用する 

圧縮率に点滅表示を移動して下さい。 

   （２）リモコン「ＥＮＴ」を押すと点滅表示しているレベルに設定して、このモードを終了します。 

   （３）リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、レベルの設定は変更しないで、このモードを終了します。 

   （４）電源入力時の設定は、ＭＩＤＤＬＥ側です。 

 

  ［４］Ｅ４ ＩＰ ＡＤＤＲＥＳＳ 

      本装置のＩＰアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイの値を設定します。 

                                     モニター 

  

  ＩＰ ＡＤＤＲＥＳＳ 

 

 ●○○.○○○. ○○○.○○○ 

  ＳＵＢＮＥＴ ＭＡＳＫ 

     ●点滅表示 

     ○○○.○○○.○○○.○○○ 

  ＤＥＦＡＵＬＴ ＧＷ 

    ○○○.○○○.○○○,○○○ 

 

   

   

 

   （１）変更したいアドレスの位置をリモコンの「←」「→」を押して点滅表示にし、リモコンの「０」～

「９」のキーで値を変更して下さい。 

   （２）リモコンの「ＥＮＴ」を押すと、モニターに表示しているアドレスの値が設定され、このモードを

終了します。 

   （３）リモコンの「ＦＵＮＣ」を押すと、入力した値に変更をしないで、このモードを終了します。 

   尚、変更した内容は一度電源をＯＦＦして、再度起動した後に有効になります。 

 

  ［５］Ｅ５ ＵＳＢ ＵＭＯＵＮＴ 

      ＵＳＢに接続されているＭＯドライブ又は、カードリーダー／ライターに挿入されているメディアを抜

き取る時、又は交換する時にこの作業を行って下さい。 

（ＵＳＢフラッシュメモリはこの作業をしなくても抜き差し出来ます） 

 

（１） このモード入りますと、「ＮＥＷ ＭＥＤＩＡ ＯＫ ？」と表示しますので、ＭＯドライブ又は、

カードリーダー／ライターに挿入されているメディアを抜き取る事ができます。 

この時に、メディアを交換したい時は、別のメディアを挿入して下さい。 

（２） メディアを抜き取って終了する場合は、リモコンの「ＦＵＮＣ」を押してください。 

メディアを交換する場合は、メディアを交換後リモコンの「ＥＮＴ」又は「ＦＵＮＣ」を押して下さ

い。 
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Ⅴ．Ｗｉｎｄｏｗｓファイルサーバー機能 
 本装置は、ＵＮＩＸ互換ＯＳのＬｉｎｕｘを使用して動作しており、Ｓａｍｂａを使用してＷｉｎｄｏｗｓフ

ァイルサーバーを構築する事が出来ます。 

 Ｗｉｎｄｏｗｓファイルサーバーを使用して、本装置内蔵のＣＦの内容を見る事が出来ます。 

 

１．Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００を使用しての例 

  ［１］本装置のＩＰアドレスを設定して下さい。（Ⅳ．８．［４］（１９ページ）参照） 

 

   この設定は御使用されるネットワークのＩＰアドレスの構成によって異なりますので、設定の際は

ネットワーク管理者等とご相談の上お願いします。 

 

  ［２］パソコンのＩＰアドレスを設定して下さい。 

 

      通常インターネット等に接続して御使用されているパソコンの場合は、以下の設定を行う必要はな

いと思われます。 

      参考の為に固定的にＩＰアドレスを設定する方法を示します。 

 

（１）コントロールパネルを開きます（スタート→設定→コントロールパネル） 

（２）「ネットワークとダイヤルアップ接続」のアイコンをダブルクリックし、使用しているＬＡＮ 

のデバイスをダブルクリックして下さい。 

 

 

図１ 
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（３）下記の図で「プロパティ（Ｐ）」をクリックして下さい。 

 

 
図２ 

 

 

（４）下記の図で「インターネットプロトコル（ＴＣＰ／ＩＰ）」を選択（クリック）し「プロパティ（Ｒ）」

をクリックして下さい。 

 

 

図３ 
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（５）下記の図で「次のＩＰアドレスを使う（Ｓ）：」を選択（クリック）し「ＩＰアドレス（Ｉ）：」・ 

   「サブネットマスク（Ｕ）：」・「デフォルトゲートウェイ（Ｄ）：」を設定して、「ＯＫ」をク

リックして下さい。 

 

 

図４ 

 

（６）以上で設定は完了されましたので、この作業で開いた窓を全て閉じて下さい。 
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  ［３］「エクスプローラ」を起動して、「マイネットワーク」の中の「近くのコンピュータ」を開いて下さ

い。 

 

 

図５ 

 

  ［４］「Ｄｓ－１００」をダブルクリックして下さい。 

     下図の窓が開きますので、ユーザー名にDS100を入力し、パスワードは入力しないで、「OK」 

     をクリックしてください。 

 

 
図６ 

 

［５］内蔵コンパクトフラッシュの内容が表示されます。 

 

 

図７ 

 



 

日本ジェネティクス株式会社 20090701Rev.0 

24

 

Ⅵ．ＵＳＢ接続動作確認済みドライブ一覧 

１．ＵＳＢフラッシュメモリ 

型番     メーカー 

  ＲＵＦ－Ｃ＊＊＊         ＢＵＦＦＡＬＯ 

  ＲＵＦ２－Ｊ＊＊＊         ＢＵＦＦＡＬＯ 

  ＲＵＦ２－Ｅ＊＊＊         ＢＵＦＦＡＬＯ 

  ＲＵＦ２－Ｍ＊＊＊         ＢＵＦＦＡＬＯ 

  ＲＵＦ２－Ｓ＊＊＊         ＢＵＦＦＡＬＯ 

 

  ＴＢ－ＡＴ＊＊＊         ＩＯ ＤＡＴＡ 

  ＴＢ－Ｂ＊＊＊          ＩＯ ＤＡＴＡ 

  ＥＤＣ－＊＊＊          ＩＯ ＤＡＴＡ 

  ＥＤＰ２－＊＊＊         ＩＯ ＤＡＴＡ 

 

 

２．外付けＭＯドライブ 

型番     メーカー 

ＭＯ６４３Ｕ７           ＢＵＦＦＡＬＯ 

 
 

 

Ⅶ．保 証 
        納入後１ケ年以内に発生した故障に対し、無償修理を行います。 

        但し、取扱、操作ミス、誤接続等によって発生した故障の場合は、有償修理をお願いします。 
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Ⅷ．簡易操作ガイド 

１．フロッピーディスクのフォーマットの仕方 

  ［１］フロッピーディスクをセットして下さい。 

  ［２］リモコンのＦＵＮＣを押し、モニター上にファンクション画面を表示して下さい。 

  ［３］→をＦＤ ＦＯＲＭＡＴの位置に移動し、リモコンのＥＮＴを押して下さい。 

  ［４］フロッピーディスクにデータがない場合は、フォーマットを開始します。 

     又、データがある場合は、モニター上に確認画面を表示しますので、リモコンのＥＮＴ でフォーマ

ットを開始し、ＦＵＮＣでフォーマットを中止します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．画像データの録画の仕方 

  ［１］録画するメディアを選択して下さい。 

  ［２］モードをスルーモードにして下さい。 

  ［３］本体前パネルのＲＥＣ、又はリモコンのＲＥＣを押して下さい。 

  ［４］選択したメディアのメモリ容量が無い場合、「＊＊＊－ＦＵＬＬ」を５秒間点滅表示します。 

 

    注）ファイルネーム、インデックス №を指定する場合は、Ⅳ．３．Ｆ２ ＦＩＬＥ ＮＡＭＥ(１３ 

      ページ)、Ⅳ．４．Ｆ３ ＩＮＤＥＸ №(１４ページ)を参照して下さい。 
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 ３．再生の仕方 

  ［１］再生するメディアを選択して下さい。 

  ［２］本体前パネルのＴＨＲＯＵＧＨ、←ＰＬＡＹ、ＰＬＡＹ→、又はリモコンの←、→、ＴＨＲを押して 

下さい。 

     本体前パネルの選択しているメディアのＬＥＤが赤く点灯します。 

  ［３］本体前パネルのＴＨＲＯＵＧＨ、又はリモコンのＴＨＲでスルーモードに切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４．画像データ消去の仕方 

  ［１］消去したい画像データを再生表示して下さい。 

  ［２］リモコンのＦＵＮＣを押し、モニター上にファンクション画面を表示して下さい。 

  ［３］→をＯＴＨＥＲの位置に移動し、リモコンのＥＮＴを押して下さい。 

  ［４］→をＤＥＬＥＴＥの位置に移動し、リモコンのＥＮＴを押して下さい。 

  ［５］モニター上に確認画面が表示しますので、リモコンのＥＮＴで実行、ＦＵＮＣで中断します。 
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【製品に関するお問い合わせ】 

 
 

日本ジェネティクス株式会社 
本社： 
〒１１３－００３３ 
東京都文京区本郷６－１７－９ 本郷綱ビル３Ｆ 
TEL ０３－３８１３－０９６１ 
FAX ０３－３８１３－０９６２ 
［URL］ http://www.n-genetics.com 
 
西日本営業所： 
〒６０４－８２７７ 
京都府京都市中京区西洞院通御池下ル５６５番地 ラフィーネ御池３Ｆ 
TEL ０７５－２５７－５４２１ 
FAX ０７５－２５７－５４２２ 
 


